
福井の原
発の課題

　国
内
全
て
の
原
発
が
今
年
二
月
か
ら
大
飯
原
発
再
稼
動
ま
で
の
間
、
五
ヶ
月
近
く
停
止
し
た
が
国
民
生
活
は

混
乱
も
な
く
維
持
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
事
実
は
、
原
発
に
依
存
し
な
け
れ
ば
人
も
産
業
も
生
き
て
い
け
な
い
と

い
う
今
日
ま
で
の
日
本
人
の
意
識
を
変
え
た
。
そ
し
て
福
島
原
発
事
故
を
契
機
と
し
て
「
脱
原
発
」
は
国
民
大

多
数
の
声
と
な
り
政
府
の
方
向
も
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

　改
め
て
、
日
本
一
の
原
発
集
中
地
域
で
あ
る
「
福
井
県
の
原
発
」
の
課
題
を
幾
つ
か
見
つ
め
た
い
。
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　県
内
原
発
、
高
経
年
化
が

　
　
　
　
　
　
　進ん
で
い
る

　
運
転
開
始
後
三
十
年
余
、
四
十
年
以

上
の
老
朽
化
し
た
原
発
（
表
①
）
も
数
多

い
。
継
続
運
転
や
地
震
対
策
は
大
丈
夫

な
の
か
。
敦
賀
一
号
炉
は
事
故
を
起
こ

し
た
福
島
一
号
と
同
じ
タ
イ
プ
で
あ
る
。

同
一
敷
地
内
の
原
発
集
中
化
に
よ
る
爆

発
連
鎖
の
怖
さ
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
再
処
理
も
行
く
先
も
定
ま
ら
ぬ
ま
ま

に
無
原
則
に
貯
蔵
さ
れ
続
け
て
い
る
使

用
済
み
燃
料
の
実
態（
表
②
）。
未
来
永

劫
と
も
い
え
る
期
間
、
自
ら
の
力
で
処

理
で
き
ぬ
物
質
を
限
り
な
く
貯
め
て
い

く
所
業
は
現
代
人
の
無
責
任
か
つ
傲
慢

な
生
き
方
で
あ
る
。

　電
源
三
法
交
付
金
の
実
績

　
　産
業
別
就
業
人
口
比
率

　
次
頁
の
表
③
を
見
て
ほ
し
い
。
福
井

県
に
原
発
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
三
十
五

年
の
間
に
、
県
内
自
治
体
に
交
付
さ
れ

た
電
源
三
法
交
付
金
の
額
で
あ
る
。

　
嶺
南
で
も
立
地
市
町
と
周
辺
の
市
町

大飯原発

もんじゅ増殖炉

１号機
２号機
１号機
２号機
３号機
１号機
２号機
３号機
４号機
１号機
２号機
３号機
４号機

敦賀原発

美浜原発

大飯原発

高浜原発

41年
24年
41年
39年
35年
32年
32年
20年
19年
37年
36年
27年
26年

①県内原発、高経年化が進んでいる

③電源三法交付金の実績（累計1974年―2009年度）
　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：億円）

④県内原発の津波想定の高さ

１号機
２号機
１号機
２号機
３号機
１号、２号機
３号機 Ａ
３号機 Ｂ
４号機 Ａ
４号機 Ｂ
１号機
２号機
３号機 Ａ
３号機 Ｂ
４号機 Ａ
４号機 Ｂ
　合　計

敦賀原発

美浜原発

大飯原発

高浜原発

管理目標
909
1,541
128
395
910
384
1,873

1,873

216
216
1,561

1,561

11,567

貯蔵体数
448
1,016
112
359
432
481
478
752
547
768
236
142
500
525
723
523
8,042

②使用済み燃料貯蔵状況　　　　　（2011年3月末）

※百万円以下は四捨五入

交付金の実績

原発名 原子炉建屋の
敷地の高さ

耐震安全
再審査による
津波の想定高さ

国の指示で
上乗せさせられた
津波の想定高さ

敦賀1号機
敦賀2号機
美浜原発
高浜原発
大飯原発
もんじゅ

3.0m
7.0ｍ
3.5ｍ
3.5ｍ
9.3ｍ
21.0ｍ

2.8ｍ
2.8ｍ
1.9ｍ
2.3ｍ
2.9ｍ
5.2ｍ

11.6ｍ
11.6ｍ
11.1ｍ
10.8ｍ
11.4ｍ
14.7ｍ

自　治　体

と
の
差
は
際
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け

の
交
付
金
が
地
元
の
経
済
に
寄
与
し
て

き
た
事
実
は
否
定
し
な
い
が
、
将
来
的

に
も
総
合
的
に
も
地
場
産
業
の
真
の
発

展
に
つ
な
が
っ
て
き
た
か
は
疑
問
だ
。

　
原
発
に
依
存
過
剰
の
自
治
体
経
営
と

産
業
構
造
の
歪
み
、
今
回
の
福
島
原
発

事
故
を
契
機
と
し
て
関
係
者
す
べ
て
が

冷
静
に
見
直
し
考
え
る
時
で
あ
る
。

　
間
違
っ
て
も
「
安
全
よ
り
経
済
」
の

論
理
を
優
先
す
べ
き
で
は
な
い
。

　原
発
三
十
キ
ロ
範
囲

　
福
島
原
発
の
事
故
で
は
三
十
キ
ロ
範

囲
の
地
域
が
避
難
対
象
と
さ
れ
た
。
事

故
発
生
の
場
合
、
そ
の
影
響
は
一
律
的

な
行
政
区
域
で
単
純
に
割
り
切
れ
る
も

の
で
は
な
い
。

　
こ
れ
ま
で
は
地
元
と
し
て
の
安
全
協

定
な
ど
立
地
以
外
の
自
治
体
に
は
発
言

す
ら
許
さ
ぬ
雰
囲
気
が
あ
っ
た
が
、
嶺

北
の
自
治
体
や
住
民
に
は
「
原
発
誘
致

を
立
地
自
治
体
に
要
請
し
た
覚
え
は
な

い
。
隣
接
自
治
体
と
し
て
中
途
半
端
な

金
で
一
人
前
の
危
険
を
担
わ
さ
れ
て
迷

惑
」
と
い
う
声
も
あ
る
。

　
大
飯
原
発
再
稼
働
に
あ
た
り
、
原
発

存
続
と
再
稼
働
を
前
提
と
し
て
安
全
確

保
を
求
め
た
西
川
知
事
と
お
お
い
町
長
、

原
発
存
続
へ
の
疑
問
と
周
囲
地
域
と
し

て
危
険
性
を
訴
え
た
関
西
の
首
長
達
。

末
永
く
、
住
民
と
地
域
を
「
原
発
の
危

険
に
さ
ら
さ
な
い
」
そ
れ
が
政
治
家
と

し
て
最
大
の
使
命
で
あ
ろ
う
。

　県
内
原
発
周
辺
の
活
断
層

　
地
盤
が
固
く
、
活
断
層
は
な
い
。
地

震
へ
の
備
え
は
十
分
。
新
設
、
増
設
の

度
に
幾
度
聞
か
さ
れ
て
き
た
か
。

　
だ
が
、
存
在
を
否
定
し
て
き
た
関
電

や
日
本
原
電
も
、
最
近
の
調
査
で
、
一

転
、
活
断
層
の
存
在
を
認
め
た
。
安
全

の
前
提
は
大
き
く
崩
れ
た
。

　
福
島
原
発
事
故
は
津
波
に
よ
る
大
事

故
と
電
力
側
は
強
調
し
て
い
る
が
、
津

波
の
前
に
地
震
に
よ
る
配
管
損
傷
な
ど

の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
県
内
の
原
発
の
真
下
や
周
辺
を
走
る

二
十
一
カ
所
の
活
断
層
の
巣
。
こ
れ
で

も
安
全
か
、
不
安
は
募
る
ば
か
り
だ
。
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小浜市

越前市

鯖江市

敦賀市

越前町

南越前町

若狭町

おおい町

高浜町

美浜町

産業別従事者の比較

農林業

建設業

電気ガス

製造業

※表①②③④　福井新聞社提供

426.3
184.7
259.8
360.4
1 ,231 .3
58 .9
85 .3

1 ,375 .6
70 .0
28 .4
4 .6
18 .8
5 .8
1 .2
4 .4
5 .1
0 .5

1 ,514 .5
1 ,718 .3
13 .0

3 ,245 .8

敦賀市
美浜町
高浜町
おおい町
立地市町　　　計
小浜市
若狭町
嶺南地域　　合　計
南越前町
越前町
越前市
大野市
勝山市
福井市
永平寺町
池田町
坂井市
市　　町　　　計
福井県
その他

総　合　計

原発30㎞圏内

越前市議会では今年３月の定例議会で「大飯原発3、4号機の拙速
な再稼働に反対する意見書」を全会一致で可決しています。（越前
市議会だより第28号）では、このような地図も紹介されていました。

四業種のみを比較したもので全体の比率ではありません

（2009年経済センサス基礎調査より作成）

原発立地は建設業の比率が高い
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原発30㎞圏内

越前市議会では今年３月の定例議会で「大飯原発3、4号機の拙速
な再稼働に反対する意見書」を全会一致で可決しています。（越前
市議会だより第28号）では、このような地図も紹介されていました。

四業種のみを比較したもので全体の比率ではありません

（2009年経済センサス基礎調査より作成）

原発立地は建設業の比率が高い


